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平成２７年　成人式
栗山町では、今年 125 人が晴れて大人の仲間入りをしました



■
栗
っ
子
の
運
動
能
力（
体
力
）

体
力
調
査
は
、
小
学
校
５
年
生

と
中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し

て
、
①
握
力
、
②
上
体
起
こ
し
、

③
長
座
体
前
屈
、④
反
復
横
跳
び
、

⑤
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
（
持
久

走
）、⑥
50
ｍ
走
、⑦
立
ち
幅
跳
び
、

⑧
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
（
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
投
げ
）
の
８
種
目
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
で
は
、
小
学
生
男
子

の
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
」
と
中

学
生
男
子
の
「
上
体
起
こ
し
」
以

外
は
、
全
国
の
平
均
を
下
回
り
、

体
力
や
運
動
能
力
の
向
上
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
運
動
系
の
少
年
団

活
動
に
参
加
す
る
小
学
生
は
約

40
％
、
運
動
系
の
部
活
動
に
参
加

す
る
中
学
生
は
約
70
％
で
す
。

（
表
１
）
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■１週間の中で、学校の体育の授業以外で運動する
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■将来の夢や、目標を持って
いる

■自分にはよいところがある■失敗を恐れず挑戦する
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剣道 26 人 サッカー 74 人
柔道 17 人 バレーボール 15 人
バドミントン 13 人 バスケットボール 49 人
野球（栗山、角田、継立） 46 人 ※ スクールバンド 26 人

サッカー 34 人 卓球 19 人
ソフトテニス 28 人 野球 22 人
バドミントン 28 人 陸上 23 人
剣道 13 人 ※ 吹奏楽 19 人
バスケットボール 58 人 ※ 美術 27 人

■表１　体育系の少年団活動に参加する小学生

体育系の部活動に参加する中学生
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■新体力テストの結果

子
ど
も
の
体
力
や
運
動
能
力

は
、
活
発
に
身
体
を
動
か
し
て
遊

ぶ
習
慣
や
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

が
大
き
く
影
響
し
、
家
族
の
勧
め

が
運
動
の
動
機
づ
け（
き
っ
か
け
）

に
な
る
そ
う
で
す
。

徒
歩
に
よ
る
通
学
な
ど
日
常
的

に
運
動
に
親
し
む
生
活
習
慣
を
大

切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、「
学
校
の
体
育
の
授
業

以
外
で
運
動
は
し
な
い
」
と
い
う

中
学
校
女
子
が
23
・
4
％
も
い
る

な
ど
、
栗
山
の
子
ど
も
た
ち
の
運

動
離
れ
は
大
き
な
課
題
で
す
。

（
図
10
）

一
方
、「
将
来
の
夢
や
目
標
を

持
っ
て
い
る
」（
図
６
）
や
「
自

分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」（
図

７
）、「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す

る
」（
図
８
）
自
己
有
用
感
や
自

尊
感
情
な
ど
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く

み
、
健
や
か
に
成
長
す
る
栗
山
の

子
ど
も
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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栗
山
の
小
・
中
学
校
で
は
、
文

部
科
学
省
が
行
う
学
力
・
学
習
状

況
調
査
や
体
力
・
運
動
能
力
調
査

な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
教

育
指
導
の
充
実
や
学
習
活
動
の
改

善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
栗
山

の
子
ど
も
の
学
力
や
体
力
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
栗
っ
子
の
学
力

学
力
調
査
は
、
小
学
校
６
年
生

と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
と
し

て
、
国
語
と
算
数
・
数
学
の
２
教

科
に
つ
い
て
、
知
識
に
関
す
る
Ａ

問
題
と
活
用
に
関
す
る
Ｂ
問
題
の

４
科
目
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
学
力
は
、
算
数
の
Ｂ

問
題
以
外
の
３
科
目
が
全
国
の
平

均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
的
、
基
本
的
な
知
識
や
技
能

は
身
に
付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
考
え
を
表
現
し
た
り
、
書

い
た
り
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

中
学
校
の
学
力
は
、
Ａ
問
題
で

は
国
語
と
数
学
と
も
に
全
国
の
平

均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

国
語
で
は
、
根
拠
を
明
確
に
し
て

自
分
の
考
え
を
書
い
た
り
、
説
明

し
た
り
す
る
こ
と
、
数
学
で
は
、

図
形
の
証
明
や
グ
ラ
フ
の
説
明
を

各
種
調
査
に
見
る
栗
っ
子

（
栗
っ
子
の
学
力
・
体
力
）

記
述
し
て
答
え
る
な
ど
、
活
用
力

が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
栗
っ
子
の
学
習
状
況

栗
山
の
子
ど
も
は
、「
テ
レ
ビ

や
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
D
を
見
る
時

間
」（
図
１
）
や
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
す
る
時
間
」（
図
２
）、

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
時

間
」（
図
３
）
が
長
い
と
い
う
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。0
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■平日（月～金）テレビやビデ
オを１日、２時間以上見る
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■平日（月～金）スマホや、
　メールを２時間以上する
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■平日（月～金）学校以外で１
時間以上勉強する
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■平成２６年度　全国学力テストの結果（小学校）

0

20

40

60

80

100

全
　国

北
海
道

栗
山
町

全
　国

北
海
道

栗
山
町

全
　国

北
海
道

栗
山
町

全
　国

北
海
道

栗
山
町

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

■平成２６年度　全国学力テストの結果（中学校）

■平日（月～金）２時間以上
テレビゲームなどをする

図４

こ
の
こ
と
が
「
家
庭
学
習
の
時

間
」（
図
４
、
図
５
）
の
少
な
さ

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
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■学校が休みの日に、２時間以
上勉強する

中
学
生

小
学
生

盛んに行われている少年団活動では、そ
れぞれの種目で好成績をおさめています

栗山中学校の体育大会

健やかに成長する栗っ子たち！
教育委員会統計調査報告

問い合わせ：町教育委員会学校教育グループ　☎ 72-1117

健やかに成長する栗っ子たち！

充実した体験型の環境教育を受ける
栗っ子たち
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評価対象事業 総合評価コメント（主なポイント） 判　定

　①都市農村共生・対流推進事業
　　※札幌圏を対象とした自然・農村
　　　体験ツアー事業、町外小中学校や
　　　大学の研修事業受入　など
　　　　（H26 予算額　6,200 千円）

●農村としてのブランド・イメージを確立するとともに、将来的
　な移住・定住促進にもつながる事業展開を進めるべき。
●秋・冬期を中心としたさらなる交流人口の拡大に向けて、より
　ターゲットを絞った事業展開とＰＲの充実が必要。
●自然体験に限らず、幅広い町民・団体と連携した事業展開を進
　めるため、核となる組織体制づくりや人材育成を期待。

現状どおり
継続

　②地域福祉を担う人づくり
　　※熟年者の知識・技術などを生かす
　　　熟年人材センターの運営、登録者
　　　活動の場・機会の提供　など
　　　　（H26 予算額　162 千円）

●対象となる町民（熟年者）への周知そのものが不足。効果的な
　ＰＲを行い登録人材の掘り起こしを積極的に進めるべき。
●登録した人材が活動できる場が不足している。各町内会や介護
　事業所などとも連携した多様な機会づくりが必要。
●ボランティア・ポイント制度の抜本的な見直しが必要。
●教育委員会事業（講座、一人一芸登録など）との連携も必要。

何らかの改善
を伴う継続

　③こころの健康相談等事業
　　※こころの病気の発生・悪化を予防、
　　　周囲の気づき・見守り意識を高め
　　　る啓発・人材育成、メンタルヘル
　　　スチェックシステムの導入　など
　　　　（H26 予算額　1,211 千円）

●全国・近隣自治体と比較し、栗山町の自殺死亡率が高い実態に
　あることから、広く町民が「気づき」「見守る」適切な行動が
　できるよう研修機会の充実や、関係機関の連携体制が必要。
●町ホームページのチェックシステム「こころの体温計」につい
　ては、認知度・利便性をさらに高め、早期の相談などの適切な
　行動につなげる機能の充実が必要。
●周囲が変化に気づきにくい高齢者に対する取り組みが重要。

現状どおり
継続

　④農村景観緑肥推進事業
　　※農地の地力増進と農村景観の向上
　　　を目的に、町内の畑地で景観緑肥
　　　（ヒマワリ、キカラシなど）を作付
　　　けする農業者を支援
　　　　（H26 予算額　7,690 千円）

●将来的な農村景観形成の理想像（ビジョン）・目標を明確化す
　るとともに、地域単位での取り組みの支援充実など、より効果
　的な事業展開に向けた制度検討が必要。
●緑肥作物の開花時期に合わせた町内外へのＰＲが必要。
●さらに参加農業者が増えるよう対象者への周知の工夫が必要。

現状どおり
継続

　⑤栗山町農業振興公社事業
　　※農地の流動化対策、農業の担い手
　　　確保・育成・支援などを目的とす
　　　る公社の運営
　　　（特に担い手対策を中心に評価）
　　　　（H26 予算額　10,000 千円）

●新規就農対策については、農業研修生受け入れなど、現在の取
　り組みを継続するとともに、都市農村交流事業との連携による
　人材の掘り起こしや、就農後の支援（販路拡大など）など、多
　様な視点での取り組みを期待。
●農業後継者の意識や見識が高まる研修機会の充実が必要。
●栗山町農業の現状と課題、将来像について広く周知し、町民と
　の危機意識の共有が必要。

現状どおり
継続

　⑥防災情報通信手段調査・構築事業
　　※災害時を想定した町から各世帯へ
　　　の情報通信手段の調査・構築
　　　（コミュニティ放送導入に向けた
　　　  先進事例の調査など）
　　　　（H26 予算額　1,093 千円）

●高齢者・障がい者などの災害時要援護者への対応を十分に考慮
　するとともに、多様な手段を併用した柔軟な仕組みが必要。
●コミュニティＦＭについては、町内各世帯に一斉発信できる重
　要な手段になりうる。町民の危機管理を優先し、少しでも早い
　時期に整備できるよう検討を進めるべき。
●先進地調査の結果や、防災訓練などの十分な検証を行い、町民
　意見を十分に反映しながら事業を進めるべき。

現状どおり
継続

●平成 26 年度　政策評価委員会・評価結果（６事業）

　

委
員
会
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
事
前
学

習
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
評
価
対
象
事
業

の
内
容
・
現
状
把
握
に
精
力
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
月
２
～
３
回
の
ペ
ー
ス
で
全

８
回
の
議
論
を
重
ね
、
町
民
に
よ
る
行
政

改
善
を
目
指
す
提
案
型
の
評
価
結
果
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

大
沼
委
員
長
は
「
町
民
の
目
線
、
若
者

の
目
線
、
女
性
・
主
婦
の
目
線
を
合
わ
せ
、

公
平
・
公
正
に
議
論
を
重
ね
た
結
果
と
し

て
の
評
価
で
あ
り
、
第
６
次
総
合
計
画
推

進
の
布
石
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
感
想

を
述
べ
、
椿
原
町
長
は
、「
ど
れ
も
本
町
の

将
来
に
向
け
て
重
要
な
事
業
を
評
価
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
鋭
い
ご
指

摘
も
多
く
、
今
後
の
予
算
編
成
、
第
６
次

総
合
計
画
の
推
進
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」

と
、
半
年
近
く
に
わ
た
る
委
員
会
の
活
動

に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

　

パ
イ
プ
役
に
…

　　

町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
各
事
業

の
成
果
を
評
価
・
検
証
し
、
次
年
度
へ
の

改
善
に
つ
な
げ
る
政
策
評
価
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
度
の
半
期
を
終
え
た
９
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
事
中
評
価
を
行
い
、
次

年
度
予
算
編
成
に
改
善
策
を
反
映
す
る
仕

組
で
す
（
右
図
）。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
町
民
が
参
加
す

る
政
策
評
価
委
員
会
（
外
部
評
価
）
を
設

置
し
、
町
民
視
点
か
ら
の
評
価
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
委
員
会
は
、
町
民

委
員
５
人
（
右
表
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

北
星
学
園
大
学
の
鈴
木
克
典
教
授
（
経
営

情
報
学
科
）
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
評

価
基
準
の
設
定
か
ら
、
事
業
選
定
、
事
前

平成 26 年度栗山町政策評価委員会報告
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町の仕事を

町民視点で評価
町の仕事を

町民視点で評価
選定６事業の外部評価結果を町長に報告

　町が実施する各種事業を町民視点で評価し、改善につなげることを目的とする
政策評価委員会（大沼英明委員長）が昨年 12月 17 日、栗山町第５次総合計画
から選定した６事業の評価をまとめ、椿原紀昭町長に報告しました。
　町では、第６次総合計画のスタートとなる平成 27年度の予算編成作業を行っ
ており、評価結果を踏まえた改善の取り組みなどについて検討しています。

学
習
を
経
て
、
担
当
課
に
対
す
る
事
業
ヒ

ア
リ
ン
グ
（
説
明
・
質
疑
）
を
実
施
。

①
事
業
の
必
要
性
②
公
平
性
③
実
施
方
法

の
妥
当
性
（
実
施
内
容
、
事
業
コ
ス
ト
）

④
協
働
性
（
情
報
共
有
と
町
民
参
加
）
⑤

事
業
成
果
の
５
つ
の
視
点
に
よ
り
、
総
合

的
に
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
評
価
制
度
の

　
客
観
性
を
高
め
る

●政策評価制度の流れ

③町民による外部評価　
（政策評価委員会）

※ 9 月より事業選定、事前学習などを実施
　 8 回の委員会を開催して評価

④町長による評価（最終）

次年度に向けた改善
（次年度予算への反映）

9 月

10月

11月

12月

報告書を椿原町長に手渡す、大沼委員長
ほか５人の委員の皆さんと、アドバイザー
の北星学園大学・鈴木教授（右から二人目）

委員長 大沼　　英明 松風２

副委員長 小林　　弘和 桜丘２
委　員 丸山　　富子 朝日４
委　員 田中　　秀典 継　立
委　員 端　　　師孝 中央２

●政策評価委員（※敬称略）

※北星学園大学・鈴木克典教授（経営情報学科）　
　をアドバイザーとし、助言を受けながら活動

①事業担当課による評価

②副町長による評価　　

◆問い合わせ
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502
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消
防
庁
長
官
表
彰

■
感
謝
状

　

元
栗
山
消
防
団
団
長　

関
吉
一
郎

　

元
栗
山
消
防
団
副
団
長　

清
水　

清

　
元
栗
山
消
防
団
副
分
団
長　

南
坂
明
憲

北
海
道
知
事
表
彰　

■
永
年
勤
労
章
（
勤
続
30
年
）　

　

第
２
分
団
副
分
団
長　

斉
藤
哲
也

　

第
３
分
団
副
分
団
長　

國
岡
正
好

　

第
３
分
団
班
長　
　
　

丸
山　

勝

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

梅
津
良
平

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

柳　

哲
輔

　

第
１
分
団
団
員　
　

越
前
谷
孝
行

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

坂
口
卓
也

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

長
尾
卓
也

　

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

　

第
３
分
団
副
分
団
長　

國
岡
正
好

■
勤
続
章
（
勤
続
30
年
）

　

第
２
分
団
副
分
団
長　

斉
藤
哲
也

　

第
３
分
団
班
長　
　
　

宮
本　

武

■
勤
続
章
（
勤
続
20
年
）

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

橋
元
幸
士

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

工
藤
正
史

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

池
野
規
晶

■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

柳　

哲
輔

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

佐
野
友
一

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

坂
口
卓
也

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

長
尾
卓
也

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部
長
表
彰

■
功
績
章

　

栗
山
消
防
団
団
長       

永
田
英
隆

出
初
式
表
表
彰
者

　

栗
山
消
防
団
副
団
長　

田
鎖
充
雄

　

栗
山
消
防
団
部
長　
　

中
谷　

保

■
勤
続
章
（
勤
続
25
年
）

　

第
２
分
団
班
長　
　
　

古
田
敏
幸

■
勤
続
章
（
勤
続
15
年
）

　

第
１
分
団
班
長　

    　

土
井　

猛

　

第
１
分
団
班
長           
河
合
修
一

　

第
３
分
団
班
長  　

  　

鎌
田
直
樹

　

第
２
分
団
団
員　
　

    

松
本　

毅

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

宮
本
孝
之

■
勤
続
章
（
勤
続
５
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

石
田
尚
久

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

松
田
拓
也

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

村
上　

大

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

古
賀
聖
都

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

冨
澤
政
範

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

横
岡
貴
之

栗
山
消
防
団

出
初
式

新
春
恒
例
の
栗
山
消
防
団
第

１
分
団
（
金
谷
雅
人
分
団
長
）

に
よ
る「
出
初
め
は
し
ご
の
り
」

が
１
月
６
日
、
栗
山
市
街
地
９

カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
初
式
で
は
、
第
１

分
団
か
ら
第
３
分
団
の
団
員
88

人
が
は
し
ご
車
な
ど
の
消
防
車

と
と
も
に
駅
前
通
り
を
力
強
く

行
進
し
ま
し
た
。
カ
ル
チ
ャ
ー

プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
防
災
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ

ん
へ
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

栗
山
町
議
会
議
員
の
小
寺
進

さ
ん(

中
里)

が
北
海
道
社
会

貢
献
賞
（
自
治
功
労
者
）
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
寺
さ
ん
は
平
成
7
年
5

月
、
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以

来
、
19
年
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
振
興
に
努
め
ら
れ
、
福
祉
の

向
上
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
25
日
に
椿
原
紀
昭
町
長

へ
報
告
に
訪
れ
た
小
寺
さ
ん
は

「
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
や
先

輩
、
同
僚
議
員
に
支
え
ら
れ
、

な
ん
と
か
今
日
ま
で
や
っ
て
こ

れ
ま
し
た
。
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
の
つ

も
り
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞
受
賞

小
寺
進
さ
ん

資
源
物
以
外
の「
生
ご
み
」・「
炭

に
で
き
る
ご
み
」・「
炭
に
で
き
な

い
ご
み
」
に
つ
い
て
、
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
後
に
ど
の
よ
う
に
処
理

を
し
て
い
る
の
か
お
知
ら
せ
し
ま

す
。町

の
考
え
方
と
し
て
は
、

①
ご
み
の
減
量
化

②
可
能
な
限
り
資
源
物
の
再
資
源
化

③
最
終
処
分
場
の
延
命
化

　

町
民
モ
ニ
タ
ー
調
査
の
結
果
を

受
け
て
、
次
の
と
お
り
町
の
指
定

ご
み
袋
の
仕
様
を
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
3
月
号
で
、
あ
ら
た
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
生
ご
み
袋
】

　

6
㍑
用
・
15
㍑
用
と
も
に
厚
さ

と
縛
り
紐
の
長
さ
を
改
良
し
、
6

㍑
用
は
袋
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

【
炭
に
で
き
な
い
ご
み
袋
】

生
ご
み
袋
と
同
様
に
袋
が
破
れ

や
す
い
な
ど
の
ご
意
見
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
炭
に
で
き
な
い

袋
に
つ
き
ま
し
て
も
、
材
質
の
強

度
を
変
更
し
、
破
れ
に
く
い
袋
に

し
ま
す
。

　

販
売
開
始
は
、
平
成
27
年
4
月

中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
町
内
会
・
自
治
会
を

は
じ
め
、
各
種
サ
ー
ク
ル
・
団
体
、

企
業
な
ど
、
少
人
数
か
ら
ご
み
処

理
に
関
す
る
説
明
会
の
要
望
を
随

時
受
付
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
分
別
方
法
は
、
市
町
村

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
特
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、
分
別
に
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。「
こ
の
ご
み
は
ど
の
袋
に
入

れ
る
の
？
」
と
言
っ
た
素
朴
な
疑

問
に
丁
寧
に
職
員
が
お
答
え
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
あ
る
方

は
、
町
環
境
政
策
課
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
１

種類 施設 処理方法

生ごみ 堆肥化施設へ 堆肥化施設にて、下水道汚泥と混ぜて堆肥化。
栗肥土（クリピット）として町民へ還元。

炭にできるごみ

（茶色）

中間処理施設

にて再分別

布類～「炭にできるごみ」から衣類のみを抜
き取り、業者へ売却。工業用雑巾として再生。
布団類～粗大ごみで回収した布団類やジュー
タンなどは業者にて処理。固形燃料（RPF）
の原料として再生。
木くず類～「炭にできるごみ」から木類のみ
を抜き取り、業者にて処理。ウッドチップと
して再生
資源物～「炭にできるごみ」から紙類などの
資源物のみを抜き取り、業者に売却。種類ご
とに再生利用。
分別不適正物～「炭にできるごみ」からガス
ボンベなどの危険物、食品残渣、不適正物を
抜き取り、それぞれ再資源化や破砕処理した
後、最終処分場に埋立処分。
上記以外の炭にできるごみ～町外へ搬出し焼
却処理

炭にできないごみ

（緑色）

中間処理施設

にて再分別

硬質プラスチック類～「炭にできないごみ」
から硬質プラスチック類のみを抜き取り業者
にて処理。固形燃料（RPF）の原料として再生。
資源物～「炭にできないごみ」から紙類など
の資源物のみを抜き取り、業者に売却。種類
ごとに再生利用。

分別不適正物～「炭にできないごみ」からガ
スボンベなどの危険物、食品残渣、不適正物
を抜き取り、それぞれ再資源化または破砕処
理した後、最終処分場に埋立処分。

上記以外の炭にできないごみ～破砕処理した
後、最終処分場に埋立処分

を
基
本
に
、
廃
棄
物
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
再
度
、
分
別
ル
ー
ル

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
適
正
な
分

別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。分別不適正物の仕分け

ご
み
処
理
に
関
す
る
説
明
会
を

随
時
受
付
し
ま
す

町
指
定
ご
み
袋
変
更
の
お
知
ら
せ

栗
山
町
の
ご
み
の
行ゆ

く
え方

【問い合わせ】　環境政策課環境政策グループ　☎ 73-7511

ごみ分別のさらなる
ご協力をお願いします
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申
告
が
必
要
な
方

◆
確
定
申
告
が
必
要
な
方

・
事
業
を
営
む
方
で
、
所
得
金
額

が
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
も

多
い
方

・
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給

与
の
収
入
額
と
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
所
得
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
方

・
年
金
受
給
者
で
源
泉
徴
収
税
を

納
付
し
て
い
る
人(

公
的
年
金

な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的

年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん)

お
忘
れ
な
く
！

２月16日㈪～３月16日㈪
税に関する相談・お問い合わせ

◆岩見沢税務署　☎ 0126-22-0810
◆町税務課課税グループ　☎ 73-7505
申告の内容は個人によって異なります。申告の仕方や書類など、ご不明な

点がありましたらお気軽にご相談ください。

税

◆
町
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

・
所
得
税
の
申
告
を
必
要
と
し
な

い
方
で
給
与
・
事
業
・
不
動
産

な
ど
の
収
入
が
あ
る
方
（
給
与

の
み
で
年
末
調
整
済
み
の
方
を

除
く
）

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
（
収
入
の
な
い
方
、
ま
た

は
少
な
い
方
で
も
国
民
健
康
保

険
税
の
低
所
得
者
に
対
す
る
軽

減
措
置
は
、
申
告
が
な
け
れ
ば

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

の

申
告
お
早
め
に
！

期　　日 時　　間 会　　場
２月１６日㈪～

３月１６日㈪ の平日
　８：３０ ～ １２：００
１３：００ ～１７：１５

　役場 1 階税務課⑧番窓口　
　　　☎７３－７５０５

３月４日㈬
　９：００ ～ １２：００
１３：００ ～ １６：００

　南部公民館　
　　　☎７５－２１１１

３月５日㈭
　９：００ ～ １２：００
１３：００ ～ １６：００

　角田農村環境改善センター
　　　☎７２－６０４０

期　　日 時　　間 会　　場

２月２２日㈰
８：３０ ～ １２：００

　役場 1 階税務課⑧番窓口　

　　　☎７３－７５０５　３月８日㈰

用
意
す
る
も
の

□
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

□
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
送
付
さ

れ
た
方
は
必
ず
そ
の
申
告
書

□
収
入
の
分
か
る
書
類
（
給
与
・

年
金
の
あ
る
方
は
源
泉
徴
収

票
。
無
く
し
た
方
は
再
発
行
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
）

□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、
保

険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

の
明
細
書
（
事
前
に
医
療
費
の

明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

□
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
社
会
保
険
任
意
継
続
、
国
民

年
金
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
な
ど
の
領
収
書

ま
た
は
証
明
書
（
国
民
年
金
保

険
料
は
控
除
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
）

□
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
ら
れ
る
方
は
登
記
事
項
証
明

書
、
住
民
票
の
写
し
、
売
買
契

約
書
ま
た
は
請
負
契
約
書
、
住

宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書

□
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な

ど
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は

控
除
証
明
書

□
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど
の

確
認
が
で
き
る
も
の
。

※
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要

支
援
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
は
、
障
害
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
場
合
で
も
、「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
に
よ

り
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
事
前
に
「
町
保
健
福

祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
税
金
が
還
付
に
な
る
方
は
本
人

名
義
の
銀
行
な
ど
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の

□
そ
の
他
の
控
除
な
ど
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申告相談日
●休日申告相談

●平日申告相談

カンタン便利！ネットで申告！
国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、

画面の案内に従って金額などを入力するだけで、税額が

自動計算され確定申告書を自宅で簡単に作成することが

できます。作成した申告書などは、税務署へ郵送などに

より提出することができます。ぜひご利用ください。

○時間に余裕をもってお越しください。
○特に３月４日～５日は出張申告のため役場税務課窓口職員が
　少なく非常に混雑します。
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皆
さ
ん
の
声
は
ま
ち
の
宝

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

疑
問
や
意
見
な
ど
に
、
お
答
え
す
る
た
め
の

仕
組
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
く
り
や
ま

キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
」
も
運
用
か
ら
７
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
専
用
ハ
ガ
キ
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た

貴
重
な
ご
意
見
は
38
通
（
１
月
20
日
現
在
）

に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
「
声
」
は
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
解
決
や
、役
場
の
業
務
改
善
に
役
立
て
、

「
町
民
の
声
＝
ま
ち
の
宝
」
と
し
て
大
切
に

し
、今
後
の
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
そ
の
後
…

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
そ
の
回
答
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
広
報
紙
で
そ
の
一
部

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
全
件
）
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
昨
年
９
月
の
広
報
に
掲
載
し
た

２
件
に
つ
い
て
、
回
答
送
付
後
の
対
応
を
下

記
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
は
こ

れ
ま
で
同
様
に
意
見
と
回
答
を
紹
介
）

　

今
後
も
、よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

エ
ノ
キ
に
寒
さ
対
策

　

駅
前
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
植
栽
エ
ノ
キ
４
株
が

見
て
い
て
痛
々
し
く
感
じ
ま
す
。
寒
さ
に
弱

い
よ
う
な
の
で
、
冬
場
は
ム
シ
ロ
を
ま
い
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
？
（
40
代
男
性
）

　　

ハ
ガ
キ
の
受
付
か
ら
半
年
。
冬
本
番
を
迎

え
た
駅
前
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
訪
れ
る
と
…
そ
こ

に
は
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
懸
命
に
立

つ
エ
ノ
キ
の
姿
が
。
そ
の
幹
に
は
し
っ
か
り

と
ム
シ
ロ
が
巻
か
れ
、
養
生
し
て
い
ま
す
。

　

優
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
よ

り
、
エ
ノ
キ
は
厳
し
い
冬
を
何
と
か
し
の
ぐ

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。　

自
転
車
マ
ナ
ー
周
知

　

自
転
車
の
危
険
運
転
を
抑
止
す
る
た
め
、

警
察
の
取
り
締
ま
り
は
も
ち
ろ
ん
、
広
報
活

動
も
行
っ
て
ほ
し
い
。
自
転
車
事
故
の
判
決

例
と
そ
の
原
因
を
挙
げ
「
自
転
車
は
乗
り
方

に
よ
っ
て
凶
器
に
な
り
得
る
」「
ル
ー
ル
は

守
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
、
自
転
車
利
用

者
の
自
覚
を
促
す
内
容
で
周
知
し
て
ほ
し

い
。（
70
代
男
性
）　

　

昨
年
11
月
の
広
報
く
り
や
ま
に
、
自
転
車

利
用
に
関
す
る
チ
ラ
シ
が
折
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
マ
ナ
ー
や
、

「
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
し
な
が
ら
の
運
転
は
５
万

円
以
下
の
罰
金
」
な
ど
違
反
行
為
と
そ
の
罰

則
を
具
体
的
に
紹
介
し
た
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｊ
Ｒ
の
本
数
を
増
や
し

て
ほ
し
い

　

Ｊ
Ｒ
の
栗
山
か
ら
岩
見
沢
行
き
の
朝
の
本

数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
学
生
が
多
す
ぎ
て

乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
学
生
以
外
の
一
般

客
が
困
っ
て
い
る
。（
20
代
男
性
）

次
年
度
よ
り
利
用
実
態

調
査
な
ど
を
実
施
予
定

　

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
、
様
々
な
社
会
情

勢
か
ら
利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
、

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
他
市
町
を
結
ぶ
公
共
交
通
は
、
通

勤
通
学
を
は
じ
め
、
町
民
生
活
に
関
わ
る
大

き
な
問
題
と
認
識
し
て
お
り
、
次
年
度
か
ら

の
第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、
利
用
実
態

や
利
便
性
向
上
の
た
め
の
調
査
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

昼
間
に
開
催
し
て
は
？

　

町
長
と
の
懇
談
会
を
昼
間
に
開
催
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
日
中
（
午
後
）
の
時

間
帯
で
あ
れ
ば
家
庭
に
い
る
女
性
や
高
齢
者

が
多
く
参
加
し
、
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。（
70
代
男
性
）

試
験
実
施
す
る
も
出
席

者
少
な
く

　

以
前
に
も
同
様
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
の
で
、
過
去
３
回
、
昼
間
（
午
後

２
時
か
ら
）
開
催
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し

出
席
者
は
非
常
に
少
な
い
状
態
（
前
回
開
催

は
８
人
。
午
後
６
時
か
ら
の
通
常
開
催
は
50

人
程
度
）
で
し
た
。
ま
た
、
女
性
や
高
齢
者

の
出
席
が
多
い
と
い
う
実
績
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
町
民
が
参
加

で
き
る
方
法
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

若
者
や
女
性
向
け
の　

自
治
講
座
開
催

　

町
民
に
も
、
行
政
に
参
加
す
る
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
自

ら
す
す
ん
で
参
加
す
る
人
が
少
な
い
の
が
現

状
。
特
に
若
者
、
女
性
の
層
が
参
加
で
き
る

自
治
講
座
、
人
材
づ
く
り
の
講
座
が
あ
れ
ば

良
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
有
料
で
も
実
施

す
る
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。（
60
代
男
性
）

出
前
型
懇
談
会
、
講
座

の
中
で
実
施
を
検
討

　

町
民
参
加
に
よ
る
自
律
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
と
が
議
論
し
、
ま
た
、
学
び
合
う
場
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
な
ど

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
内
容
の

充
実
を
図
る
た
め
、
次
年
度
以
降
、
新
た
に

地
域
に
出
向
い
て
の
懇
談
会
や
協
定
大
学
と

連
携
し
た
講
座
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
「
若
者
・
女
性

向
け
自
治
講
座
の
開
催
」
を
含
め
、
よ
り
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　　1 枚のハガキが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【お問い合わせ】　広報・防災・情報グループ　☎� 7501

駅前ロータリー南側に植えられた
エノキ。ムシロが巻かれている。

広報に折り込みされた「自転車の
ルールとマナー」チラシ

皆さまからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度広報に折り込まれ

る専用ハガキを切り取ってご利

用ください。

必要事項を記入してポストに投

函してください。（切手不要）

①広報折り込みの専用ハガキで！

ハガキをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、『72-3179』 に 送 信 し て く

ださい。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス

③ホームページ専用フォームで！

通勤・通学の手段として大きな
役割を果たすＪＲ

昨年 12 月 3 日のまちづくり懇談会。
活発な意見交換が行われた。
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くりやま景観フォトコンテスト
作品募集

栗山町内の景観写真を募集します。
　◇グランプリには２万円相当の
　　栗山町特産品を贈呈します。
　　（こども賞もあります）
　◇詳しくは町ホームページまで

くりやまの いい景色を みつけよう。

【 応 募 期 間 】　平成 27 年 ４月 30 日まで

【問い合わせ】　町建設水道課　73-7513

◆
申
込
留
意
事
項

①
栗
山
町
広
告
掲
載
要
綱
・
栗
山
町
広
告

掲
載
基
準
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
広
告

媒
体
と
し
て
不
適
当
な
広
告
」
は
掲
載

で
き
ま
せ
ん
。

②
広
告
原
稿
は
、
申
し
込
み
者
各
自
で
作

成
の
上
、
町
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
作
成
方
法
お
よ

び
提
出
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
し

込
み
後
に
追
っ
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

※
「
栗
山
町
広
告
掲
載
申
込
書
」
は
、
町

経
営
企
画
課
で
配
布
、
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w.tow
n.　

　

　

kuriyam
a.hokkaido.jp/

　

docs/2012041100029/

　

平
成
27
年
4
月
発
行
の
「
知
っ
て
お
き

た
い
ま
ち
の
予
算
（
平
成
27
年
度
予
算
説

明
書
）」
に
掲
載
す
る
事
業
者
な
ど
の
有

料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

広
告
掲
載
事
業
は
、
町
の
資
産
を
広
告

媒
体
と
し
て
有
効
活
用
し
、
民
間
事
業
者

な
ど
と
の
協
働
に
よ
っ
て
町
の
新
た
な
財

源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　

平
成
27
年
2
月
13
日
㈮
ま
で

◆
申
込
方
法

「
栗
山
町
広
告
掲
載
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
広
告
の
イ
メ
ー

ジ
図
を
添
え
て
申
込
先
に
直
接
持
参
、

ま
た
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

角
田
町
営
住
宅

入
居
者
募
集

◆
入
居
資
格

　

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

　

※
町
外
に
居
住
の
方
も
申
し
込
み
可

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

　

町
営
住
宅
申
込
書

　

住
民
票
（
入
居
希
望
者
全
員
分
）

　

所
得
税
課
税
証
明
書
、
納
税
証
明
書

◆
申
込
期
限

　

平
成
27
年
2
月
16
日
㈪
ま
で

　

申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
、
抽
選
で
決
定

◆
入
居
可
能
日

　

平
成
27
年
2
月
25
日
㈬
よ
り

◆
住
宅
情
報

　

住
宅
番
号　

角
田
14
号

　

所
在
地　
　

栗
山
町
角
田
１
４
６
番
地
1

　

建
設
年　
　

昭
和
54
年

　

間
取
り　
　

３
Ｄ
Ｋ　

木
造
２
階
建

　

家
賃　
　
　

１
２
０
０
０
円
（
月
額
）

　

駐
車
場　
　

あ
り
（
1
台
分
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

国道 234 号

角田小岩見沢 夕張・由仁

角田 14号

角や

名　称
知っておきたいまちの予算

（平成 27 年度予算説明書）

広告規格
第 1 種　縦 52㎜×横 85㎜
第 2 種　縦 52㎜×横 175㎜

規　格 Ａ 4、2 色刷、約 50 頁構成

募集枠数 第 1 種の枠でおおむね 8 枠

発行部数 6,500 部

掲載位置 冊子裏表紙を予定

使用期間 平成 27 年 4 月～

印刷色 黒、青（2 色）

使用内容
町内全戸配布（6,000 戸）
ほか、町内公共施設に設置

広告料
第 1 種　15,000 円
第 2 種　30,000 円

企
業
広
告
を
募
集

　

予
算
説
明
書
で
企
業
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
３　

℻
�
３
１
７
９　

E
メ
ー
ル  gyouseikeiei-g@

tow
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募集します！
冬
道
は
危
険
！
安
全
運
転
を
！

冬
期
間
の
路
面
は
、
積
雪
や
気

温
の
低
下
な
ど
に
よ
り
道
路
が
非

常
に
滑
り
や
す
く
な
り
、
そ
の
状

況
は
刻
一
刻
と
変
化
し
ま
す
。

ま
た
、
信
号
待
ち
や
渋
滞
の
車

の
熱
で
解
け
た
雪
が
低
温
で
再
び

凍
る
な
ど
、
場
所
に
よ
っ
て
ス

リ
ッ
プ
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
運
転
に
は
十
分
注
意
が
必
要

で
す
。

歩
行
者
に
つ
い
て
も
、
雪
に

よ
っ
て
歩
道
が
狭
く
な
っ
た
り
、

高
く
な
っ
た
雪
壁
に
よ
っ
て
十
分

な
安
全
確
認
が
し
づ
ら
く
な
っ
た

り
、
凍
結
し
た
路
面
で
の
転
倒
な

ど
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
は
、
時

間
に
十
分
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、

ゆ
っ
く
り
と
行
動
す
る
な
ど
、
冬

型
の
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

■
運
転
者
の
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

〇
凍
結
・
圧
雪
路
面
で
は
、ブ
レ
ー

キ
を
踏
ん
で
も
す
ぐ
に
停
止
す

る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
夏
場

よ
り
も
10
キ
ロ
以
上
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
す
と
と
も
に
、
３
倍
以

上
の
車
間
距
離
を
と
り
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

〇
道
路
脇
の
雪
山
に
よ
り
安
全
確

認
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
交
差

点
進
入
時
に
は
、
減
速
や
一
時

停
止
を
心
が
け
、
雪
山
の
陰
か

ら
の
車
や
歩
行
者
の
飛
び
出
し

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
悪
天
候
時
は
、
吹
き
だ
ま
り
や

吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
の
危
険

性
が
あ
る
た
め
、
外
出
の
際
は

天
気
予
報
や
道
路
交
通
情
報
な

ど
を
確
認
し
不
要
な
外
出
は
控

え
ま
し
ょ
う
。

〇
冬
道
で
は
、
急
発
進
、
急
加

速
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー

キ
な
ど
の
「
急
」
の
つ
く
操
作

は 

ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
早

め
の
ブ
レ
ー
キ
な
ど
慎
重
な
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〇
歩
行
者
は
、
寒
さ
や
路
面
が
滑

り
や
す
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境

周
り
を
よ
く
見
て
い
な
か
っ
た

り
、
積
雪
な
ど
で
歩
道
が
歩
き

に
く
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
車

道
を
歩
行
し
て
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
歩
行
者
の
近
く
を
通
過

す
る
際
は
、
安
全
な
間
隔
の
保

持
や
徐
行
を
し
て
、
急
な
飛
び

出
し
や
転
倒
に
は
十
分
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

■
歩
行
者
の
冬
道
の
事
故
防
止
ポ

イ
ン
ト

〇
路
面
が
凍
結
し
転
倒
し
や
す
く

な
る
た
め
滑
り
に
く
い
靴
を
履

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
歩
幅
を
小

さ
く
し
た
り
し
て
滑
り
に
く
い

歩
き
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
道
路
を
横
断
す
る
時
は
必
ず

横
断
歩
道
の
あ
る
場
所
を
利
用

し
、
青
信
号
で
も
立
ち
止
ま
り

必
ず
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

〇
外
出
す
る
と
き
は
明
る
い
服
装

で
外
出
し
、
夜
光
反
射
材
を
身

に
着
け
て
車
に
は
十
分
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

㊲

こ
ん
に

ち
は
！
私

は
本
年
度
、

輝
く
地
域

創
出
委
員

会
委
員
の
端は

し　

師の
り
た
か孝

で
す
。

皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。

は
じ
め
て
知
り
合
っ
た
人
に

栗
山
町
を
紹
介
し
た
時
に
、「
栗

山
っ
て
ど
こ
で
す
か
？
」
あ
る

い
は
「
あ
の
夕
張
の
ね
」
と
声

が
返
っ
て
き
た
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
魅
力
あ
る
祭
り
や
建

物
や
農
産
物
も
あ
る
は
ず
な
の

に
。
悲
し
く
な
い
で
す
か
？
も

し
そ
の
反
応
が
「
あ
の
栗
山

ね
！
知
っ
て
る
よ
」
と
返
っ
て

き
た
ら
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
町
が
認
知
さ
れ
て
い
る
と
嬉

し
い
で
す
よ
ね
。

栗
山
青
年
会
議
所
で
は
、
4

月
に
あ
る
く
り
や
ま
老
舗
祭
り

と
同
日
に
、
く
り
や
ま
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
を

通
じ
て
町
内
外
の
来
場
者
約

2
万
人
と
栗
山
の
農
産
物
と
を

結
び
つ
け
ま
す
。
栗
山
に
ま
た

来
た
く
な
る
よ
う
、
他
市
町
村

が
輝
く
以
上
に
栗
山
ブ
ラ
ン
ド

を
売
り
込
み
ま
す
。

あ
の
特
産
品
が
美
味
し
い
！

お
す
す
め
し
た
い
！
と
い
う
情

報
が
あ
れ
ば
、
ど
し
ど
し
私
達

ま
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

私
と
同
じ
く
20
歳
か
ら
40
歳
ま

で
の
男
女
の
皆
さ
ん
の
力
が
必

要
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
や
、

入
会
を
希
望
す
る
方
は
青
年
会

議
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
一
般
社
団
法
人　

栗
山
青
年

会
議
所

☎
０
１
２
３
（
73
）
２
３
４
５

こ
ん
に
ち
は
！

売
り
込
み
ま
す
！
「
栗
山
ブ
ラ
ン
ド
」
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国
際
感
覚
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
の
た
め
町
内
の

中
学
生
・
高
校
生
を
海
外
に
派
遣
す
る
少
年

ジ
ェ
ッ
ト
「
希
望
の
翼
」
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー
ス
で

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
派
遣
さ
れ
た
の
は
中
学
2
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
の

８
人
。
昨
年
の
10
月
か
ら
計
9
回
、
英
会
話
を
中
心
に
事
前

研
修
を
行
い
本
研
修
に
備
え
ま
し
た
。
現
地
で
は
初
日
に
44

度
ま
で
気
温
が
上
が
り
栗
山
町
と
の
温
度
差
に
驚
き
ま
し
た

が
、
暑
さ
に
負
け
ず
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現
地
の
先
住
民
ア

ボ
リ
ジ
ニ
の
文
化
体
験
な
ど
を
通
し
て
日
本
と
の
違
い
を
全

身
で
感
じ
、
多
く
の
体
験
を
し
て
栗
山
町
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
研
修
の
一
端
を
報
告
し
ま
す
。

1
月
4
日
㈰
　

出
発
式
→
新
千
歳
空
港
→

　

バ
ン
コ
ク
・
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
国
際
空
港

1
月
5
日
㈪
　

パ
ー
ス
到
着
→
半
日
観
光

　
（
パ
ー
ス
動
物
園
、
パ
ー
ス
造
幣
局
な
ど
）

1
月
6
日
㈫
　

英
会
話
レ
ッ
ス
ン

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開
始

1
月
7
日
㈬
　

英
会
話
レ
ッ
ス
ン

1
月
8
日
㈭
　

ロ
ッ
ト
ネ
ス
ト
島
見
学

1
月
9
日
㈮
　

先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
文
化
体
験

1
月
10
日
㈯
　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
終
了

　

フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
見
学

1
月
11
日
㈰
　

パ
ー
ス
出
発
→

　
バ
ン
コ
ク
・
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
国
際
空
港

1
月
12
日
㈪
　

新
千
歳
空
港
→
解
散
式

少
年
ジ
ェ
ッ
ト「
希
望
の
翼
」研
修
内
容

青少年海外派遣事業

　少年ジェットの研修を通してたくさ

んのことを経験しました。事前研修で

は現地で必要な語学力や研修を共にす

る仲間と協力することを学びました。

ホームステイではホストファミリーと

英語で会話をすることができ、パース

の文化も知ることができました。今回

の経験を今後に生かしていきたいです。

栗山中学校（2 年）橘 日和

　４日間のホームステイという貴重な経

験を通じて、「英語力をあげる」「パース

の文化を体験して日本との違いを知る」

２つの研修目標を達成することができま

した。また、とても良い仲間と出会い、

今回の研修を共にできたことも、とても

嬉しく思います。本当にありがとうござ

いました。

栗山中学校（2 年）　仁木 萌愛 栗山中学校（2 年）　梅内 柊二

　初めて体験したホームステイ。最初は

頼れる人もなく、慣れない環境で英語を

話すことに難しさを感じました。しかし、

慣れてくると相手の話している内容が理

解できるようになり、自分の伝えたいこ

とも伝えられるようになりました。今回

身につけた英会話力をこれからの生活

に生かしていきたいです。

岩見沢緑陵高校（1 年）　山口 実久

　今回の研修が私にとって初めての海

外経験でした。研修を通し、異国の言

語や文化など今まで知らなかったこと

をたくさん知りました。私は高校を卒

業後、留学したいと考えています。今

回の研修で多くのことを経験し、自分

が目指すべきところを明確にすること

ができました。

栗山高校（2 年）　後藤 奏人

　オーストラリアに到着してすぐは、

英語を聞き取ることで精一杯でした。

しかし、時間が経つにつれて、相手が

何を話しているのか理解できるように

なり、自分からも積極的に話をするこ

とができました。言葉や文化、環境の

違いについて学んだ経験を糧として将

来の仕事に生かしていきたいです。

岩見沢東高校（2 年）　佐藤 ことみ

岩見沢東高校（2 年）　鳴海 百華 岩見沢農業高校（3 年）　只木 愛乃

　オーストラリアでは、目に見えるもの

全てが新鮮でした。日々の生活で日本と

は異なる雰囲気を感じました。日本人ら

しい謙虚さ、オーストラリア人らしい年

齢に関係なく立場を超える対等さを身を

もって感じました。これからも海外でよ

り多くのことを学びたいと思います。そ

して自分の視野を広げたいです。

　「自分の視野が広がった」これが今回

の研修で私が一番感じたことです。オー

ストラリアでは日本と異なる文化や習慣

を知ることかできました。日本の文化は

素敵ですが、異国の文化にも見習うべき

ところは多くあり、すべての文化の長所

を少しずつ吸収していけるような世界に

なればいいと思いました。

　今回の研修で人とのコミュニケーショ

ンには、相手を理解しようとする姿勢が

大切であることを学びました。私は英語

が苦手でした。しかし、言葉を理解しよ

うとするのではなく、相手の気持ちを理

解しようとすることで、ホストファミリー

や現地の人たちと会話をすることができ

るようになりました。



■
１
年
に
１
回
は
特
定
健
診
を
！

も
し
Ａ
さ
ん
が
健
診
を
受
け
ず
に
い
た

ら
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
動
脈
硬
化
が
進
み
、

心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
に
な
っ
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
健
診
は
自
覚
症
状
の
な
い
病

気
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
特

定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

平
成
25
年
度
の
栗
山
町
特
定
健
診
受
診
率

は
21
・
0
％
、
全
道
平
均
よ
り
も
低
く
、
近

隣
町
と
比
較
し
て
も
非
常
に
受
診
率
が
低
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
病
気
が
見
つ
か
っ
た
ら
怖
い
」「
時
間
が

な
い
」
な
ど
健
診
を
利
用
し
な
い
方
そ
れ
ぞ

れ
に
事
情
や
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

受
け
な
い
と
損
す
る
？
特
定
健
診

■
Ａ
さ
ん
の
お
話
し

Ａ
さ
ん
（
67
歳
・
男
性
）
は
、
65
歳
の
時

に
退
職
後
初
め
て
特
定
健
診
を
受
け
ま
し

た
。「
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
う
反
面
、

「
健
診
で
病
気
が
見
つ
か
っ
た
ら
嫌
だ
」
と

不
安
も
あ
り
、健
診
を
受
け
ず
に
い
ま
し
た
。　

健
診
の
結
果
、
Ａ
さ
ん
は
高
血
糖
状
態
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。高
血
糖
と
は
、

ま
だ
糖
尿
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
正
常
者

と
比
較
す
る
と
動
脈
硬
化
症
の
発
症
リ
ス
ク

が
1.5
～
２
倍
高
く
な
る
状
態
で
す
。

健
診
後
か
ら
Ａ
さ
ん
は
間
食
を
減
ら
し
、

野
菜
中
心
の
食
事
へ
と
改
善
し
ま
し
た
。
２

年
間
で
血
糖
値
は
基
準
値
内
ま
で
下
が
り
、

減
量
に
も
成
功
し
ま
し
た
。

○
特
定
健
診
を
受
け
た
Ａ
さ
ん
の
感
想

「
高
血
糖
と
聞
い
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
が
食
事
で
数
値
が
下
が
り
安
心
し
ま
し
た
」

と
健
診
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
と
25
年
度
に
町
の
助
成
で

医
療
機
器
を
更
新
し
ま
し
た
の
で
、
次
号

と
の
２
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
核
医
学
診
断
装
置
（
Ｒ
Ｉ
）

専
用
の
カ
メ
ラ
で
体
内
の
様
子
を
画
像

に
し
、
主
に
臓
器

の
働
き
具
合
を
調

べ
て
、
が
ん
な
ど

の
病
気
の
状
態
、

機
能
の
異
常
を
早

期
に
診
断
で
き
る

装
置
で
す
。

★
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装
置
（
Ｃ
Ｔ
）

周
囲
３
６
０
度
か
ら
Ｘ
線
を
あ
て
、
身
体

を
撮
影
す
る
こ
と

で
、
体
内
の
様
々

な
病
巣
を
発
見
で

き
る
装
置
で
す
。

栗
山
赤
十
字
病
院
の
医
療
機
器
の
紹
介

【
献
血
の
お
知
ら
せ
】

◆
日
程　

２
月
26
日
㈭

◆
場
所
・
時
間

・
御
園
公
民
館　

午
前
10
時
～
11
時

・
栗
山
町
役
場　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

地区名 対象者 受診者 平成 26 年度
受 診 率

平成 25 年度
受 診 率

増
減

松 風 464 58 12.5% 10.8% ↗
中 央 480 35 7.3% 7.7% ↘

錦 77 16 20.8% 15.3% ↗
桜 丘 148 22 14.9% 9.6% ↗
朝 日 317 40 12.6% 13.1% ↘
富 士 144 26 18.1% 14.2% ↗
中 里 203 30 14.8% 14.0% ↗
湯 地 118 19 16.1% 12.3% ↗

森 3 0 0.0% 0.0% →
鳩 山 36 5 13.9% 15.2% ↘
雨煙別 33 6 18.2% 27.3% ↘
緑 丘 30 1 3.3% 0.0% ↗
北学田 61 21 34.4% 37.9% ↘
桜 山 45 14 31.1% 16.7% ↗
杵 臼 85 29 34.1% 28.8% ↗
旭 台 57 19 33.3% 37.5% ↘
共 和 42 11 26.2% 32.4% ↘
三日月 30 7 23.3% 13.8% ↗
角 田 174 27 15.5% 11.5% ↗
阿野呂 43 23 53.5% 50.0% ↗
大井分 55 4 7.3% 12.2% ↘
南学田 91 29 31.9% 24.4% ↗
継 立 178 36 20.2% 17.4% ↗
日 出 46 6 13.0% 13.9% ↘
御 園 68 18 26.5% 34.8% ↘
南角田 40 13 32.5% 30.6% ↗
円 山 43 7 16.3% 21.1% ↘
東 山 8 2 25.0% 0.0% ↗
滝 下 12 5 41.7% 36.4% ↗
合 計 3,131 529 16.9% 15.6% ↗

表 2　平成 26 年度　地区別特定健診受診状況
（平成 26 年 12 月末現在）

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度
受診率 順位 受診率 順位 受診率 順位

栗山町 20.3% 141 位 23.7% 137 位 21.0% 151 位
長沼町 56.0% 11 位 58.3% 11 位 54.3% 13 位
南幌町 36.2% 56 位 33.4% 76 位 30.7% 95 位
由仁町 52.2% 16 位 51.0% 24 位 51.6% 23 位
北海道 23.5% ー 24.0% ー 24.7% ー

表 1　南空知 4 町の特定健診受診状況
※北海道国保連集計資料より。順位は全道 179 市町村の順位

髙橋歯科医院　院長 髙橋　克弥
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一番！！

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

歯
周
病
と
全
身
の
健
康
と
の
関
係
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？

歯
周
病
は
口
の
中
の
病
だ
け
と
思
い
が
ち

で
、
全
身
の
健
康
と
は
無
関
係
に
思
え
ま
す

が
、
最
近
の
研
究
で
は
そ
の
関
係
が
深
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
全
身
の

状
態
が
、
歯
周
病
な
ど
口
の
中
の
健
康
に
大

き
く
影
響
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
特
に
歯
周
病
と
全
身
の
病
気

と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1 

糖
尿
病
と
の
関
係

糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
血
糖
を

下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
が
不
足
し
た
り
、
う
ま
く

作
用
し
な
く
な
る
こ
と
で
、
常
に
血
糖
値
が

高
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

高
血
糖
の
状
態
が
続
く
と
、
様
々
な
合
併

症
が
お
き
ま
す
。
歯
周
病
は
そ
ん
な
糖
尿
病

5 

早
期
低
体
重
児
出
産
と
の
関
係

妊
娠
中
の
女
性
で
歯
周
病
の
人
は
、
低
体

重
児
出
産
や
早
産
す
る
確
立
が
高
く
な
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の
女
性

は
、
つ
わ
り
に
よ
っ
て
歯
磨
き
が
不
十
分
に

な
り
や
す
く
、歯
周
病
菌
の
数
が
多
く
な
り
、

歯
周
病
に
な
り
や
す
い
た
め
で
す
。

そ
し
て
歯
周
病
に
な
っ
て
し
ま
う
と
歯
ぐ

き
の
炎
症
性
物
質
が
血
管
に
入
り
、
へ
そ
の

緒
を
通
じ
て
胎
児
に
影
響
し
早
期
低
体
重
児

出
産
の
確
立
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
歯
周
病
は
、
単
に
口
の
中
の

病
気
に
と
ど
ま
ら
ず
全
身
の
健
康
に
も
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
歯
周
病
を
予

防
す
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

歯
周
病
の
発
症
に
は
歯
周
病
菌
の
感
染
と

歯
周
病
菌
か
ら
身
体
を
守
ろ
う
と
す
る
防
衛

機
能
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

口
の
中
を
完
全
に
無
菌
化
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
す
が
、
毎
日
の
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

に
よ
る
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
、
歯
科

医
院
で
の
専
門
的
な
口
腔
内
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
継
続
で
口
の
中
を
毎
日
清
潔
な
状
態
に

し
て
お
く
こ
と
が
、
予
防
に
と
っ
て
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

歯
磨
き
の
時
に
鏡
を
見
て
、
歯
ぐ
き
が
は

れ
て
い
た
り
、
歯
石
が
付
い
て
い
た
り
、
ま

た
歯
ぐ
き
か
ら
出
血
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら

た
め
ら
わ
ず
に
、
歯
科
医
院
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

次
回
は
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
少
し
だ

け
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

の
合
併
症
の
一
つ
と
さ
れ
、
糖
尿
病
の
人
は

健
康
な
人
に
比
べ
て
歯
周
病
に
な
り
や
す

く
、
ま
た
重
症
の
歯
周
病
に
な
る
可
能
性
が

高
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
歯
科
医
院
で
の
歯

周
病
の
治
療
で
歯
ぐ
き
の
は
れ
や
、
出
血
な

ど
が
改
善
す
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
良

く
な
り
高
血
糖
値
が
改
善
す
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
重
症
の
歯
周
病
に
な
る
と
、
歯
周

病
菌
や
そ
の
毒
素
が
歯
ぐ
き
の
血
管
か
ら
体

内
に
入
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
阻
害
す

る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

2 

心
疾
患
と
の
関
係

心
疾
患
は
、
食
生
活
や
運
動
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
の
積
み
重
ね
が
引
き
お
こ
す
生
活
習
慣

病
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

歯
周
病
の
人
は
、
心
疾
患
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
歯
周
病
に
よ
っ
て
歯
ぐ
き
の
炎
症

で
発
生
し
た
炎
症
性
物
質
が
、
血
流
を
介
し

て
心
臓
の
血
管
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

3 

誤
嚥(

ご
え
ん)

性
肺
炎
と
の
関
係

食
事
中
誤
っ
て
食
べ
物
が
気
管
に
入
ろ
う

と
す
る
と
、
自
然
に
む
せ
た
り
せ
き
が
出
た

り
し
ま
す
。
こ
れ
は
肺
や
気
管
支
に
物
が
入

る
事
を
防
ぐ
た
め
の
生
理
的
な
反
応
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
機
能
が
弱
ま
る
と
食
べ
物

や
自
分
の
唾
液
が
肺
に
入
り
、
肺
炎
を
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
誤
嚥
性
肺
炎
と

よ
ば
れ
る
病
気
で
す
。
唾
液
中
に
含
ま
れ
る

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

健康のコラム

細
菌
で
、
歯
周
病
菌
の
多
く
は
肺
炎
を
起
こ

す
原
因
菌
に
な
り
ま
す
。
重
症
の
歯
周
病
の

人
は
、
口
腔
内
の
歯
周
病
菌
の
数
も
多
い
た

め
、
そ
れ
に
よ
り
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
く

な
り
ま
す
。

4 

認
知
症
と
の
関
係

認
知
症
の
一
つ
で
あ
る
脳
血
管
性
認
知
症

の
原
因
は
脳
卒
中
で
す
。
脳
卒
中
は
動
脈
硬

化
が
脳
の
血
管
で
起
こ
る
も
の
で
す
か
ら
歯

周
病
を
予
防
し
て
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
事
が
認
知
症
の
予
防
に
も
な
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
委
縮
が
認
め

ら
れ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
人
で

は
、
健
康
な
人
に
比
べ
残
っ
て
い
る
歯
の
数

が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
を
予
防
し
て
物
を
よ
く
か
む
こ
と

で
、
そ
の
刺
激
が
歯
根
膜
か
ら
脳
に
伝
わ
り

脳
を
活
性
化
す
る
た
め
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
の
予
防
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
と
全
身
と
の
意
外
な
関
係

健康な歯ぐき
　 色 ：うすいピンク色
　 形 ：三角形
　感触：引きしまり、硬い

歯周病の歯ぐき（初期）
　 色 ：赤みを帯びている
　 形 ：丸く、厚い
　感触：腫れて、ぶよぶよ

24 年 25 年 26 年
年齢 65 歳 66 歳 67 歳

体重（kg） 82.0 77.0 70.3
BMI 29.8 ↑ 27.9 ↑ 25.5 ↑

空腹時血糖 107 ↑ 105 ↑ 90
HbA1c 6.2 ↑ 5.7 ↑ 5.4

■Ａさんの過去 3 年間の特定健診結果

※ＢＭＩ：肥満指数。（基準値：～ 24.9）
※空腹時血糖：血液中のブドウ糖のこと。
（基準値：～ 99 ｍｇ）

※ＨｂＡ１ｃ：過去１～２ヶ月間の平均
的な血糖の状態。（基準値：～ 5.5％）
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大晦日の深夜、栗山天満宮には多くの初詣客が詰めか
け、午後 11 時半を過ぎると、かがり火がともる境内の
鳥居まで続く長い列ができました。日本ハムファイター
ズの栗山英樹監督が太鼓を打ち鳴らし新年の幕開けの合
図をすると、さい銭を手にした人たちが続々と新年の願
いを込め手を合わせました。学問の神様として知られる
藤原道真公がまつられている栗山天満宮では、栗っ子受
験生の合格を願う「合格祈願祭」も開催され、受験生は
厳かな礼式にしたがい合格を祈願しました。

栗山天満宮の初詣
栗っ子受験生の合格祈願祭も開催

生命保険協会の助成事業
まつば保育園のかぜの子児童クラブが認定

一般社団法人 生命保険協会（渡邉光一郎会長）が行
う『子育てと仕事の両立支援プロジェクト』の助成活動
で、継立まつば保育園（学校法人松田学園：松田薫理事
長）内の「かぜの子児童クラブ」が選ばれ、１月 13 日、
通知書が授与されました。同協会は待機児童解消などの
取り組みを応援しようと、今年からプロジェクトを開始。
かぜの子児童クラブが応募した加湿空気清浄機の設置な
どの環境整備事業が選ばれ、空知では、同クラブのみが
助成対象として認定されました。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

交通事故ゼロを願い
栗山天満宮で交通安全祈願式

平成 27 年の交通安全祈願式が１月 13 日、栗山天満
宮で行われました。交通安全協会、安全運転管理者協議
会の関係者ら約 40 人が参加。死亡交通事故のない１年
に向けて誓いを新たにしました。神事に続き、椿原紀昭
町長が「いたましい事故をなくすため、心を引き締め、
万全の対策をとっていきます。町民の交通安全意識向上
のため協力していきましょう」とあいさつ。祈願式終了
後、市街地交差点などで交通安全指導員による年初め街
頭パトロールが行われました。 角田獅子舞かがり火舞

五穀豊穣と家内安全を願い力強い舞を披露

栗山の郷土芸能「角田獅子舞保存会」による「かがり
火舞」が、元日の午前 0 時すぎに角田神社で行われま
した。角田獅子舞は、中国の諸葛孔明が猛獣を使う難敵
を打ち破ったとされる戦いに由来したもので、昭和 28
年に角田地区に伝来。後継者不足により一時休止状態と
なりましたが、平成４年に復活しました。由来を説明す
る口上の後、酒に酔いながら２頭の獅子と猩

しょうじょう

々が繰り広
げるユーモアあふれる舞いが披露され、訪れた初詣客か
ら大きな拍手がおくられていました。 

栗山町 検索

キャップ選別でワクチンに
栗山高校野球部も選別作業を手伝う

栗山町老人クラブ連合会（吉田輝雄会長）がペットボ
トルキャップの選別作業を 1 月 13 日、総合福祉センター

「しゃるる」で行いました。栗山高校の野球部も参加し
約 2 時間の作業を手伝いました。選別されたキャップ
は換金されアフリカなどの発展途上国に、はしかなどの
ワクチンとして届けられます。参加した栗山高校 2 年
の渡邉匡

ま さ や

哉さんは「ゴミとして捨てられたものがワクチ
ン代になり、恵まれない子どもたちの手助けになると考
えると、やりがいがありました」と話していました。

一面の雪におおわれた里山の自然を満喫しようと、Ｎ
ＰＯ法人雨煙別学校主催の「冬の里山たんけん隊」が 1
月 25 日、ハサンベツ里山で行われました。町内外から
親子連れ 17 人が参加。スノーシューをはき、柔らかな
新雪の散策を楽しみながら、春を待つ植物の芽や、生き
物を育む湧き水など冬の自然の観察も行われました。お
母さんと参加した山本景

け い と

翔（小学校 2 年）さんは「初
めてスノーシューをはいたけど、楽しく歩くことができ
ました」と話していました。 女子剣道部が全道優勝

栗山中学校剣道部が新人剣道大会で大活躍

千歳市で 1 月 11 日に開催された第 15 回北海道中学
校新人剣道大会で、栗山中学校剣道部の男子団体がベス
ト 8、女子団体が優勝の好成績をおさめ、鈴木紀元教育
長へ報告に訪れました。男子の増田雄生主将は「負けた
ことには悔いが残ります」と次の大会での雪辱を誓い、
女子の宮本歩侑主将は「目標は中体連でも優勝。全国大
会出場を目指します」と力強く教育長に報告しました。
鈴木教育長は「男女とも見事。次の大会も良い報告が聞
けそうで楽しみです」とうれしそうに話していました。

冬の里山たんけん隊
スノーシューを履き親子で里山を散策

栗山町青少年育成会（原田優司会長）主催の全町子ど
もかるた大会が 1 月 18 日、カルチャープラザ Eki で行
われ、小学生 7 チーム、中学生 5 チームが参加しました。
開会式では選手代表の岡山諒子さんが「町内の仲間たち
と交流を深めながら、栗山の子どもらしく正々堂々と戦
います」と力強く宣誓。読み手の声に、選手たちは耳を
澄ませて木札を取り合いました。なお、小・中それぞれ
上位 2 チームは、1 月 31 日に芦別市で開催される北海
道子どもかるた大会空知地区予選会に出場します。

全町こどもかるた大会
木札 1 枚を競い、白熱した試合を展開
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★データ★
性別：オス　年齢：8 歳
名前：2012 年５月一般公募で決定

近くで見るとこんなに
かわいいお顔です

かっこいい角、凛々しいお顔で
人気の「たいし」くん

味
覚
の
発
達
を
大
切
に

　

子
ど
も
は
、出
生
直
後
か
ら
５
原
味（
甘

味
・
酸
味
・
塩
味
・
辛
味
・
旨
味
）
を
分

け
ら
れ
る
味
覚
能
力
が
備
わ
っ
て
い
ま

す
。
味
覚
は
特
に
発
達
現
象
で
あ
り
、
体

験
す
る
こ
と
で
苦
味
や
酸
味
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

特
に
乳
児
期
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で

の
味
覚
体
験
の
発
達
は
大
き
い
で
す
。
こ

の
時
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
ほ
ど

将
来
の
味
覚
の
幅
が
広
く
な
り
ま
す
。

－問い合わせ－
子育て支援センター
☎72- 1280

薄
味
で
こ
ど
も
の
　

「
お
い
し
い
」
を
育
む

　　

味
覚
形
成
で
大
切
な
こ
と
は
「
薄
味
」

で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
の
味
を
感
じ
る
セ

ン
サ
ー
は
と
て
も
敏
感
で
す
。
舌
の
感
覚

は
、
こ
れ
か
ら
学
習
し
味
を
書
き
込
ん
で

い
く
状
態
で
す
。
濃
い
味
付
け
を
し
た
食

事
を
あ
げ
続
け
る
と
舌
の
感
覚
は
い
つ
の

間
に
か
鈍
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
将
来
の
た
め
に
も
、
家
庭
で

は
薄
味
で
、
い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
食
べ
さ

せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
！

食
事
の
悩
み
は
発
達
の

ひ
と
つ

　

好
き
嫌
い
、
遊
び
食
べ
、
ば
っ
か
り
食

べ
、
小
食
な
ど
、
子
ど
も
の
食
の
悩
み
は

尽
き
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く

育
っ
て
ほ
し
い
！
そ
ん
な
親
の
願
い
を
子

ど
も
は
気
に
も
せ
ず
、
食
べ
た
り
食
べ
な

か
っ
た
り
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
食
の
悩

み
は
発
達
の
一
部
で
す
。
生
活
習
慣
を
見

直
し
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
！

マ
マ
も
子
ど
も
も
お
い
し
く
　
　

楽
し
く
食
べ
る
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
し
っ
か
り
お
腹
を
す
か
せ
ま
し
ょ
う

　
　

大
人
と
同
じ
で
お
腹
が
す
い
て
い
な

い
と
食
べ
な
い
の
は
当
た
り
前
で
す
。

体
を
動
か
し
て
遊
ば
せ
て
い
ま
す
か
？

ダ
ラ
ダ
ラ
と
お
や
つ
を
あ
た
え
す
ぎ
て

い
ま
せ
ん
か
？

②
一
週
間
の
食
事
内
容
で
判
断
を

　
　

１
回
の
食
事
だ
け
で
判
断
せ
ず
に
、

一
週
間
単
位
で
、
あ
る
程
度
の
量
と
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
摂
れ
て
い
れ
ば
心
配

い
り
ま
せ
ん
。

③
食
べ
た
量
よ
り
何
を
食
べ
た
か
に
注
目

　
　

ま
ず
は
成
長
曲
線
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
身
長
や
体
重
が
順
調
に
増
え
て
い

れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
量
よ
り
も
大
切
に

し
た
い
の
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
。
好
き

な
お
か
ず
の
中
に
野
菜
を
混
ぜ
る
な
ど

1
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
複
数
の
食
材
を
使

う
よ
う
に
心
懸
け
ま
し
ょ
う
。

④
発
達
に
合
わ
せ
た
調
理
法
を

　
　
「
い
つ
ま
で
も
噛
ん
で
い
る
」「
ま
る

飲
み
す
る
」「
口
か
ら
す
ぐ
に
だ
す
」

な
ど
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
食
べ
る
様

子
を
し
っ
か
り
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
食

材
の
固
さ
や
匂
い
が
原
因
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
食
材
に
適
し
た
調
理
法
や
味
付

け
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

生後 1 ～ 2 カ月 味覚よりは反射が強い

生後 3 ～ 5 カ月 味覚を認識

幼児期～学童期 味に最も敏感

小学校３年生ごろ 味覚がほぼ完成

味覚発達の目安

子どもの好き嫌い
なぜ起こる？

　子どもの食べ物の「嫌い」は、味覚経験が少
なく、脳にも判断情報が少ないことから「初め
ての味で不快→まずい→嫌い」と判断します。
逆に「好き」は、食事の経験を積み重ねること
によって「いつも同じ味→おいしい→好き」と
判断します。多くの味を経験させてあげること
で「おいしい」という感覚を育みましょう。

生後３カ月で「味」はわかります。
10 歳ごろには味覚がほぼできあがります。

ま ち の ひ ろ ば

2 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ

【問い合わせ】南空知消費生活相談室　☎ 72-3581

2015 栗山公園だより 2 月号　vol.82

遠隔操作による
プロバイダ変更勧誘に注意！

【国民生活センター相談事例】
　「今契約しているプロバイダより、必ず
安くなるから乗り換えませんか」と電話
で勧誘され、承諾した。その後、業者の電話による指示に従い、
遠隔操作でプロバイダの変更が行われた。変更後、これまで契約
していたプロバイダの料金を確認すると、新しい契約先のほうが
高額になることが分かった。解約を申し出たが「きちんと説明し
ている。解約には、違約金 1 万 5 千円が必要」と言われた。

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

毎週
月・木曜日

勤労者福祉センター
13：00 ～ 16：00

毎月
第2・4 水曜日

いきいき交流プラザ「サンタの笑顔」
13：00 ～ 15：00

【被害に遭わないための注意事項】
　「今より安くなる」などと勧誘されても、契約前に契約内容に
関する書面を求め、はっきり理解できなければ承諾しないでく
ださい。困ったときは南空知消費生活相談室にご相談ください。

「栗山町の渋皮煮」
試験販売
　町名の由来ともなっている “ 栗 ”
の地域ブランド化を目指し、町内で
試験栽培されている栗を使用した加
工商品「栗山町の渋皮煮」を数量限
定で販売。
　今回が町内での初販売。町民特価
でご提供します！
日時／ 2 月 6 日㈮～ 8 日㈰
　　　 10：00 ～ 17：00
主催／北のくりやま栗づくり協議会

春待ちゆっくり市
楽しいイベント盛りだくさん！豪華
景品を多数用意しています。ご家族
お揃いで遊びに来てください！
日時／ 2 月 10 日㈫　18：00 ～

大好評！手打ちそば
日時／毎週金曜日　11：30 ～ 12：30

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや団体の催し、商品の展示会
など、ご利用をお待ちしています。ま
ずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・Fax 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/

開館時間　　10：00 ～ 17：00

エゾシカの「たいし」

☆来期開園予定日☆
４月 29 日（水・祝）

なかよし動物園のなかまを紹介なかよし動物園のなかまを紹介なかよし動物園のなかまを紹介

2015 年もしっかり、僕を見てね♡
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く
ら
し

催　

し

講　

習

試　

験

募　

集

相　

談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

く
ら
し

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
　

町
で
は
住
宅
用
に
使
用
す
る
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
費
用
に
対
し
て
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
は
15
件
分
の
補
助
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
1
月
15
日
現
在
の
申
請

件
数
は
10
件
で
す
。

　
　

補
助
金
申
請
を
お
忘
れ
の
方
は
、
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
１

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・

救
済
に
つ
い
て

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付

や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
長
い
年
月
を
経

て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
０
１
１（
７
０
９
）２
３
１
１

申
告
・
納
税
相
談
（
個
人
事
業
）

平
成
26
年
分
の
決
算
お
よ
び
申
告
書

（
消
費
税
含
む
）
の
計
算
や
記
載
方
法

に
つ
い
て
個
別
に
応
じ
ま
す
。

◆
期

間

２
月
2
日
㈪
～
3
月
31
日
㈫
（
土
・
日
・

祝
祭
日
を
除
く
）

◆
時

間

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
３
月
16
日
㈪
、
3
月
31
日
㈫
は
正
午
ま
で

◆
場

所　
　
　

　

栗
山
商
工
会
議
所

◆
納
付
期
限

・
申
告
所
得
税　
　

３
月
16
日
㈪

・
消

費

税　
　

3
月
31
日
㈫

◆
振
替
納
付

・
申
告
所
得
税　
　

４
月
20
日
㈪

・
消

費

税　
　

４
月
23
日
㈭

◆
延
納
期
限

・
申
告
所
得
税　
　

6
月
1
日
㈪

※
振
替
納
税
利
用
者
も
同
日

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

☎
�
１
２
７
８

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

　

2
月
19
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　
　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所
健
康
支
援
係

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
2

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

2
月
20
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　
　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
�
1
3
2
2

　
泉
徳
苑
へ

【
物　

品
】

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
く
す
り
の
え
び
な

（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

コンビニ

納付可

納 税 に 関 す る ご 相 談

町税納期限

3 月 2 日（月）

納税は便利な口座振替をご利用ください

町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6

後期高齢者医療保険料　   ⑧期

介 護 保 険 料　　　　⑧期

国民健康保険税　　　　⑧期

課税内容に関するお問い合わせ

}

ウィンターフェスティバル
ちびっこ広場

【問い合わせ】実行委員会（栗山商工会議所）   ☎ 72-1278

第 12 回
くりやま

２
７

11 ： 00 ～

　14 ： 00

（土）

▶宝さがしゲーム　
▶もちつき大会
▶ジャンボカルタ大会
▶クリレンジャーショー
▶飲食コーナー

場所：駅前通り商店街イベント広場

相
談

ご
厚
意

「水道・下水道ご使用のお知らせ」
確認していますか？

　毎月の検針の際、「水道・下水道ご使用のお

知らせ」をポストなどに投函しています。水

量や料金のほかに、メモ欄には使用水量の増

大、減少、漏水の疑いがある場合、町からの

お知らせなどが記載されます。

　毎月の使用水量を確認することで節水や漏

水の早期発見にもつながりますので、「水道・

下水道ご使用のお知らせ」は必ず確認しましょ

う。

みんなの

水 道

■問い合わせ

町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
ク
ピ
ド
・
フ
ェ
ア
（
岩
見
沢
市
）

◇
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

（
札
幌
市
）

　
く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
金
留　

功
さ
ん
（
朝
日
４
）

【
物　

品
】

◇
花
の
な
か
い
（
松
風
４
）

◇
岡
島
商
店
（
中
央
３
）

◇
あ
ら
い
歯
科
（
中
央
３
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

国 民 年 金

　厚生年金に加入していた方が退職される
と、役場で国民年金の加入手続きを行い、月
額 15,250 円の保険料を納めることになりま
す。ただし、申請者本人・配偶者・世帯主の
収入が基準の範囲内であれば申請によって保
険料の納付を免除される制度があります。ま
た、特例として退職をされた方の所得を除外
して審査を行う免除制度があります。特例免
除の申請をされる場合は、雇用保険受給資格
者証や雇用保険被保険者離職票などの写しを
添付して、手続きを行ってください。

【問い合わせ】
町住民生活課住民・国保グループ  ☎ 73-7509

退職（失業）による特例免除制度

平成 26 年度  ふるさと応援寄附

102,779,101 円
【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

東
岱
葉よ

う
た太 

12/5

山
名
初は

つ
ね音 

12/11

鈴
木
颯そ
う
た太 

12/11

岡
村
恭や
す
よ
し義 

12/11

淋
代
稀き

こ子 

12/15

加
藤
龍り

ゅ
う
と翔 

12/18

髙
泉
稀き

こ子 

12/25

武
田
直な
お
こ子 

12/25

森
山
颯そ
う
た太 

12/30

孝

司

華

奈

利

一

三
佳
子

洋

平

い
づ
み

貴

義

優

子

雅

史

亜

子

健

勝

美

樹

翔

太

沙

織
孝

祐

子

公

太
希

お
め
で
た中

央
４

中
央
４

朝
日
４

中

里

松
風
２

中
央
１

松
風
２

三
日
月

角

田

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

北
野
ツ
ル
子 

90 

12/15 

正
次
郎

島
　

義
美 

80 

12/17 

本

人

一
條
輝
男 

50 

12/19 

本

人

松
島
き
つ
ゑ 

93 

12/20 

本

人

名
古
屋
ト
シ 

95 

12/24 

勉

細
川
義
照 

87 

12/27 

本

人

北
川
喜
代
志 

75 

1/1 

本

人

松
林
弘
子 

84 

1/3 

國

二

関
　

勇 

72 

1/5 

本

人

木
地
喜
久
雄 

90 

1/5 

本

人

門
間
利
正 

101 

1/5 

本

人

福
惠
保
代 

53 

1/8 

勝

三

土
谷
克
巳 

75 

1/10 

本

人

お
く
や
み中

央
４

松
風
３

松
風
２

南
角
田

日

出

角

田

中
央
４

御

園

南
角
田

大
井
分

朝
日
４

4/1 ～ 1/15 までの総数
9,860 件

斉
藤
信
子 

93 

1/10 

本

人

定
塚
弘
子 

77 

1/10 

正

作

富
山
　
　

 

84 

1/13 

本　

人

二
ノ
宮
繁
男 

84 

1/13 

本

人
湯

地

湯

地

湯

地

杵

臼

松
風
３

湯

地

2
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
February
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親子でぺったん＊開拓記念館でもちつきの集い

角田の開拓記念館で「親子もちつきの集い」が行わ

れ、小・中学生など約80 人が参加しました。ハサン

ベツ里山で子どもたちが収穫したもち米20 キロを用意。

「ヨイショ、ヨイショ」の掛け声に合わせ、子どもたちが交

代できねを振るいました。出来上がったおもちは食べや

すい大きさに丸められ、雑煮やおしるこにして振る舞わ

れました。　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　        　　    　　　　　　（12月21日）

雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスで第 6 回教育

実践研究会が開催されました。町内、近隣市町村

の小・中学校教員ら約 40 人が参加。自然体験を通して、

ふるさとへの愛着を育む豊かな学びへとつながる町内外

の取り組みが、子どもたちの学習成果を基に発表されま

した。角田小学校の坂本哲昭教諭は、「この素晴らしい

環境で得たものを生かすために、活動に意図や目的を持

つことが重要」と話しました。　　　　 　　（1 月 8 日）

クリスマス・イヴの贈り物＊出前サンタ事業

クリスマス・イヴ、町内に３人のサンタクロースが

やってきました。栗山町青年団体協議会（小川将

吾会長）が子どもに夢を与えようと毎年行っている「出

前サンタ」事業。衣装を身にまとったサンタクロースが

家庭からあずかったプレゼントを子どもたち一人ひとり

に手渡しました。サンタ役の向井栄
ひ で と

人さんは「子どもた

ちの喜ぶ姿が見られて私も嬉しく思います」と話してい

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　（12 月 24 日）

栗山剣道少年団と栗山町剣道連盟の合同による新年

鏡開きが栗山小学校体育館で開かれました。今年

の鏡開きには、団員ら約 30 人が参加。少年団の剣士た

ちが見守る中、指導者の長谷忠夫さんが真剣を振りぬき

鏡餅に刀をいれました。団員は、今年初めてとなる練習

に汗を流し、父母が調理した鏡餅入りの雑煮を食べ、一

年の安全と飛躍を祈願しました。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1 月 18 日）

豊かなふるさと教育を目指して＊教育実践研究会

邪気を払い無病息災を願う＊剣道少年団鏡開き

折り紙講座
　一枚の紙から無限の可能性を生み出す折り紙。

本講座では、ひな祭りにちなんで「おひなさま」

を作ります。

■日 時　2 月 19 日㈭　13：30 ～ 15：30

■場 所　カルチャープラザ「Eki」

■持ち物　はさみ、のり、筆記用具、お手拭き

　　　　　作品を持ち帰る袋

■講 師　日本折紙協会　加藤 啓子 氏　

■受講料　500 円（材料費込み）

ふうせん作り講座

【申込期限】　2 月 16 日㈪　【申込先・問い合わせ】　カルチャープラザ「Eki」　☎ 73-3333

　膨らませた細長い風船をねじったり、曲げたり

して、動物やキャラクターを作るバルーンアート

を行います。

■日 時　3 月 6 日㈮　13：30 ～ 15：30

■場 所　カルチャープラザ「Eki」

■持ち物　はさみ、油性マジック（黒色）

　　　　　作品を持ち帰る袋（大きいサイズ）

　　　　　※ポンプがある方はご用意ください

■講 師　バルーンアーティスト　鎌田 静江 氏

■受講料　400 円（材料費込み）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
対
象
と
し
た
第

2
回
体
力
テ
ス
ト
が
12
月
20
日
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

７
つ
の
少
年
団
合
わ
せ
て
99
人
の
団
員
が

参
加
し
、
立
ち
幅
跳
び
や
腕
立
て
伏
せ
な

ど
５
種
目
の
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

夏
に
行
っ
た
第
１
回
体
力
テ
ス
ト
よ
り
１

級
取
得
者
が
７
人
増
え
る
な
ど
、
日
ご
ろ

の
少
年
団
活
動
の
成
果
が
み
ら
れ
ま
し

た
。

◆
男
女
別
体
力
テ
ス
ト
級
別
結
果

１
級

男
子
０
人
／
女
子
10
人

２
級

男
子
11
人
／
女
子
13
人

３
級

男
子
13
人
／
女
子
３
人

４
級

男
子
11
人
／
女
子
10
人

５
級

男
子
11
人
／
女
子
２
人

級
外

男
子
11
人
／
女
子
４
人

◆
１
級
取
得
者

　

髙
橋
萌も

え
か香

さ
ん（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
）

　

坂
本
梨り

お緒
さ
ん（　
　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

亀
森
天て

ん
か花

さ
ん（　
　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

藤
柳
真ま

ひ
ろ優

さ
ん（　
　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

北
島
小さ

よ夜
さ
ん（　
　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

市
川　

諒
り
ょ
うさ

ん（　

柔
道
少
年
団　

）

　

後
藤
未み

ゆ結
さ
ん（　
　
　

〃　
　
　

）

　

榎
本
ひ
か
る
さ
ん（　

剣
道
少
年
団　

）

　

山
内
優ゆ

う
な奈

さ
ん（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団
）

　

高
橋
由ゆ

い衣
さ
ん（　
　
　
　

〃　
　
　
　

）

栗山町スポーツ少年団
第 2 回体力テスト
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【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

■北海道新聞の記事が検索できます
　インターネットを使って北海道新聞の記事の単語検索ができます。
　窓口でお申し込みください。1 部 10 円で複写もできます。

■検索可能な記事
　○全道版：昭和 63 年 7 月～現在　　○地方版：平成 5 年 9 月～現在

・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 

■雑誌の貸し出しを行っています

　図書館、角田分室、継立分室を合わせて約 60 タイトルの雑誌があります。
　バックナンバーもありますので、どうぞご利用ください。
■貸出期間　2 週間以内

ハサンベツ
  里山学校

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
教
室

　
ジ ャ ン ル 主 な タ イ ト ル
教育・育児 　　・この本読んで！　・こどものとも 0，1，2　　
趣味・実用 　　・ビーズ friend　　 ・すてきにハンドメイド　 　・月刊自家用車　　
生 活 　　・クロワッサン　　・オレンジページ　　
専 門 　　・東洋経済　　　　・ニュートン　　
総 合 　　・週刊文春　　　　・ニューズウィーク（日本語版）　
文 芸 　　・文藝春秋　　　　・文学界　　

冬
の
里
山
雪
遊
び

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
、
ハ
サ
ン
ベ

ツ
里
山
の
森
の
奥
へ
探
検
に
い
き
ま
す
。

自
然
観
察
を
行
っ
た
り
、
尾
根
や
谷
を
駆

け
た
り
と
冬
の
里
山
を
楽
し
み
ま
す
。

◆
日
　
　
時　

　

２
月
11
日
㈷　

午
前
9
時
～
午
前
11
時
30
分

◆
場
　
　
所　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
　
象　

小
学
３
年
生
以
上

◆
持  

ち  

物　

　

防
寒
着
、
帽
子
、
手
袋
、
タ
オ
ル
、
飲

　

み
物
、
リ
ュ
ッ
ク

◆
参  

加  

料　

１
２
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

◆
申
込
期
限　

２
月
10
日
㈫
午
後
６
時

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

�
１
６
９
６

　

※
火
曜
日
休
館

◆
日
　
　
時

　

3
月
10
日
㈫  

24
日
㈫  

31
日
㈫

　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

◆
場
　
　
所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
　
象　

20
～
70
歳
の
町
民

◆
講
　
　
師
　

　

札
幌
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ー
ガ
愛
好
会

　

代
表　

渋
谷 

和
子 

氏

◆
受  

講  

料　

１
５
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

◆
申
込
方
法　

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
受
付
に
て
申
込
み

◆
申
込
期
限　

3
月
６
日
㈮（
定
員
10
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
協
力
委
員
募
集

　

い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
は
毎
年
５
月
に
開
講

し
、
年
間
６
回
の
集
合
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
講
生
募
集
に
先
駆
け
て
、
各
学
習
の
企
画
・

運
営
に
携
わ
る
協
力
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
ご

自
身
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
　
　
象　

　

60
歳
以
上
の
町
内
在
住
者
で
平
成
27
年

　

度
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
受
講
予
定
者

◆
募
集
人
数　

20
人
程
度

◆
申
込
期
限　

平
成
27
年
４
月
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を

履
い
て
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
き

ま
し
た
。
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
は
、
か
ん
じ

き
の
進
化
し
た
も
の
で
、
雪
の
上
で
も
埋

ま
ら
ず
に
歩
い
た
り
走
っ
た
り
で
き
る
道

具
で
す
。
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
用
い
た
歩
行

は
、
通
常
の
歩
行
運
動
に
比
べ
運
動
量
が

多
い
た
め
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
運
動
と
し
て
広

ま
っ
て
い
ま
す
。ま
た
リ
ゾ
ー
ト
地
で
は
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
が

用
意
さ
れ
て
い
る
所
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

新
雪
の
上
を
歩
く
こ
と
は
と
て
も
気
持

ち
が
よ
く
、
腰
ま
で
雪
が
積
も
っ
て
い
て

普
段
は
歩
け
な
い
山
道
を
歩
く
こ
と
が
で

き
る
の
も
新
鮮
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
登

り
は
体
力
を
使
う
た
め
、
小
ま
め
に
休
憩

を
取
り
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

雪
が
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
た
め
か
夏
の
山

登
り
と
比
べ
る
と
楽
な
気
が
し
ま
す
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
途
中
、「
ト
ン
、
ト

ン
」
と
木
を
つ
つ
く
音
と
、「
ぎ
ゃ
ぁ
ー

ぎ
ゃ
ぁ
ー
」
と
珍
し
い
鳥
の
鳴
き
声
が
聞

こ
え
、
音
の
方
向
を
探
す
と
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
ク
マ
ゲ
ラ
の
姿
を
見

つ
け
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
鳥
の
声
を
聞

き
癒
さ
れ
ま
し
た
。
山
の
上
で
用
意
し
て

い
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
つ
つ
休
憩
。「
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
毎
回
出
会
う
動
物
が
違

う
」
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
今
度
は
何
に

出
会
え
る
の
か
と
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。

　　　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
上

手
、
下
手
が
な
く
誰
で
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
運
動
で
す
。
冬
山
で
新
し
い
発
見

を
し
た
り
、
家
の
周
り
や
近
所
の
公
園
で

雪
の
上
に
足
跡
で
絵
を
描
い
て
遊
ん
だ
り

と
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
外
に
出
て
み
ま

し
ょ
う
。
冬
の
北
海
道
の
新
し
い
楽
し
み

方
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　
　
栗
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

杉
本 

真
由
美
　

「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」を

　
　
　 

お
す
す
め
し
ま
す
!!
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28

人口　12,685  人  （ ー 15） 世帯数 5,995世帯（－10）男 5,904  人  （ー5 ）　女 6,781  人  （ー10）

▼
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
だ
っ
た
去
年
１
年
。
栗
山
町

へ
来
て
か
ら
色
々
な
こ
と
を
経
験
し
ま

し
た
。
社
会
人
経
験
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
か
ら
日
々
の
掃
除
洗
濯
ま
で
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
経
験
し
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
ま
た
新
し
い
発
見
、
経
験
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
そ

の
1
発
目
が
厄
払
い
に
決
定
し
た
の
は

24
歳
の
宿
命
で
し
ょ
う
か
。　
（
東
庄
）

▼
全
町
か
る
た
大
会
の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
あ
る
選
手
は
語
り
ま
す

「
練
習
を
重
ね
る
と
読
み
手
が
読
む
前

の
「
呼
吸
」
や
「
間
」
で
次
に
ど
の
札

が
く
る
か
わ
か
る
」
と
。
言
わ
れ
な
く

て
も
物
事
を
察
知
す
る
力
…
見
習
わ
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
上
司
に
「
ソ

レ
取
っ
て
」「
ア
レ
ち
ょ
う
だ
い
」
と

言
わ
れ
て
、
大
抵
違
う
物
を
差
し
出
し

が
っ
か
り
さ
せ
て
し
ま
う
私
は
、
ど
れ

だ
け
鍛
錬
を
積
め
ば
そ
の
域
に
達
す
る

の
で
し
ょ
う
？　
　
　
　
　
　
（
仁
平
）

▼
大
晦
日
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ

た
長
男
に
続
き
、
め
っ
た
に
風
邪
の
ひ

か
な
い
同
居
の
母
も
発
熱
し
、
と
う
と

う
受
験
生
で
あ
る
次
男
が
発
熱
し
ま
し

た
。
元
気
な
の
は
私
と
妻
。「
○
○
は

風
邪
を
ひ
か
な
い
」
と
い
う
嫌
な
迷
信

も
あ
り
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
、
毎
晩

た
し
な
む
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
お
か
げ

と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
最

も
寒
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
で
き
な
い
皆
さ
ん
は
、
風
邪
対

策
を
万
全
に
し
て
寒
い
季
節
を
乗
り
越

え
ま
し
ょ
う
！　
　
　
　
　
　
（
藤
沢
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

人のうごき 平成27年1月1日現在　（　）内は前月比　

広
報

く
り

や
ま

平
成

27
年

2
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は
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「あなたの夢はなんですか？」
大人への第一歩を踏み出した新成人に、

輝く将来の夢をつづってもらいました。

石山 佳奈実荻野 隼一

橘　瑤子

山下 正義

鎌田 頼人 酒井 優作

田中 美空


